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２００４年発生災害の概要と国総研の対応

危機管理技術研究センター長　杉浦　信男

１．はじめに
　２００４年は、梅雨前線による集中豪雨や観測史上最

多となる１０個の台風の上陸により、全国各地で水

害、土砂災害、高潮災害等の自然災害が発生し、多

くの死者・行方不明者を出した。更に１０月２３日１７時

５６分頃、新潟県中越地方を震源とするマグニチュー

ド６.８（暫定値）の直下地震が発生し、震源に近い新

潟県川口町では震度７の非常に激しい揺れを観測し

た。２００５年１月１２日９時現在、地震による死者は４０

名、負傷者は４,５７４名、住家被害は、全壊２,８６７棟、半

壊１１,１２２棟、一部損壊９２,６０９棟に上り、現在も多くの

被害者が仮設住宅での生活を強いられている。

２．風水害の特徴
　７月の新潟・福島豪雨、福井豪雨では梅雨前線が

活発化し、１～３時間雨量では超過確率１/２００を超

えるような豪雨となった。その結果、新潟県内では

信濃川支川刈谷田川で１１箇所が破堤するなど、６５市

町村が被災した他、福井市内では九頭竜川支川足羽

川が破堤し、市街地４ km2が浸水した。都道府県管

理区間の河川だけではなく、台風２３号では円山川及

び支川出石川の大臣管理区間で計画高水位を超え、

２箇所で破堤し、約１万棟が浸水被害を受けた（内

水被害を含む）他、由良川の氾濫では観光バスやト

ラック等が浸水中にとり残された。

　土砂災害も「平成１６年（２００４）年新潟県中越地震」

を除いても統計をとり始めた１９８２年以降で最多の

２,１００件以上発生し、特に新潟県では３７０件（他に中

越地震２６７件）の土砂災害が発生した。土砂災害によ

る死者・行方不明者数は５８名を記録し、１９９７年以来

の死者数となった。三重県宮川村等では台風２１号に

伴い７５３mm（９月２８日～９月２９日：国土交通省宮川

雨量観測所）の豪雨となり、土石流等により死者・

行方不明１７名、全半壊３０戸という大きな被害が発生

するとともに、道路斜面の崩壊により集落が孤立し

た。

　また、高潮災害も発生し、台風１６号では瀬戸内海

沿岸は低い気圧、満潮・大潮と重なり異常潮位とな

り、香川、岡山、広島等で約４４,０００棟が浸水した他、

台風２３号では高知県室戸市の菜生海岸において、既

往最高を４m以上も上回る１３.５５mという波高（沿岸

部での日本最高記録）を記録した。これにより、３

名の死亡、家屋１３棟の崩壊、海岸堤防約３０mの倒壊

が生じた。

　２００４年の風水害による死者・行方不明者数は２２７名

となり、１９８４年以降で最多となった。年齢別内訳を

見ると、年齢が判明している１９４名中の１１９名（６１％）

が６５才以上の高齢者であった。洪水・氾濫災害に伴

う高齢者の死亡リスクが高かったのが特徴である。

　以上の気象・風水害被害等の主な特徴は、

・強い勢力のまま本土に接近し、過去最多の台風が

上陸した。

・梅雨前線による短時間集中豪雨、台風による豪雨

が広範囲に風水害を発生させた。（全国のアメダ

ス１００地点以上で各々時間雨量、日雨量の記録更

新）

・台風２３号では大臣管理区間だけでも７水系９河川

で計画高水位を突破した。

・中小河川で越水、破堤被害が多く発生した。

・過去最多の土砂災害が発生した。

・広範囲の沿岸で高潮災害、異常潮位が発生した。

・死者・行方不明者の約６割が６５才以上の高齢者で、

洪水・氾濫でも多くの高齢者が亡くなった。

・延べ約６４０市町村の１６０万人以上に避難勧告・指示

が出された。
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３．新潟県中越地震
　「平成１６年（２００４年）新潟県中越地震」は震度計に

より震度７が観測された初めての地震である。今回

の地震は、震源深さが１０数 kmと浅いこともあり、

地震の規模の割に多大な被害を引き起こした。この

地震は強い余震が多く、１０月２３日だけで震度５弱以

上の余震が１１回、１１月８日１２時までに震度６強の余

震が２回、震度６弱の余震が２回、震度５強の余震

が８回発生するなど、内陸で発生した余震活動とし

ては最も活発な部類に属している。

　住家被害は、雪国の住家ということで頑強といわ

れ、阪神・淡路大震災と比較し倒壊による圧死者が

非常に少なかった（阪神・淡路大震災では死因の８

割以上が家屋等の倒壊による圧死）ものの、危険度

判定が進むにつれ被害家屋が増大した。

　国土交通省の地震計観測網で記録した加速度の最

大値は、妙見堰管理支所（震央距離：７km）の

１,５２９cm/s2（EW成分）で、重力加速度（９８０cm/s2）

の１.５倍という極めて大きいものであった。

　震度６弱以上を観測した地域では、激しい揺れで

多数の家屋が倒壊した。道路の崩壊や崩落が相次い

で、水道や電気、ガスなどのライフラインも寸断さ

れた。山間部では地すべりや斜面崩壊等の土砂災害

が多発し、崩れた土砂が道路を塞ぎ、家屋を押し流

した。

　今回の地震は、地質が第三紀層ともともと地すべ

りの多発している地域において発生し、斜面の表層

崩壊に加えて地すべりが多発した。新潟県栃尾市で

は、地震発生前の１ヶ月間で４４８mmの降水量が、ま

た、地震直前の１０月２０日には台風２３号により日雨量

９２mmの降水が観測されており、土砂災害の発生に

はそれら降雨の影響も考えられる。

　小千谷市と山古志村を流れる芋川の流域では、崩

壊土砂が川を塞き止め、多数河道閉塞が発生し、緊

急を要する２個所で融雪出水時の越流による決壊を

防止するための仮排水路が整備された。

　今回の地震では、道路の斜面崩壊により山古志村

等各所で集落が孤立するとともに、河道閉塞が生じ

るといった山間部を襲う地震の特徴を再認識させら

れることとなった。

４．おわりに
　国土技術政策総合研究所では、独立行政法人土木

研究所、建築研究所及び港湾空港技術研究所の関係

３研究機関と連携して、災害後、原因の究明、復旧

事業への技術支援など調査団をその都度派遣してい

る。特に中越地震では、土木研究所及び建築研究所

と共に、地震発生直後から防災担当者が参集して情

報収集を行い、本省等からの要請に応じて順次専門

家を派遣し、地方整備局や自治体等への技術支援及

び現地調査に当たった。地震発生翌日の１０月２４日か

ら１２月２２日現在までに派遣した専門家の人数は、国

土技術政策総合研究所で延べ６１名であった。
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表－１　２００４年風水害による被害状況

合計床下浸水
棟数

床上浸
水棟数

一部損
壊棟数

半壊
棟数

全壊
棟数

負傷
者数

死者・行方
不明者数月事象

1944111492１１１８5名6月台風６号

13,8756,2082,149945,35470416 名７月新潟・福島豪雨

14,1569,6744,05222913566195 名７月福井豪雨

2,7302,420218651512193 名７～８月台風１０号、１１号

3,2862,33969521223172210 名８月台風１５号

53,72729,76716,7997,037952926717 名８月台風１６号

51,5006,7621,59842,1838481091,30145 名９月台風１８号

21,96913,8835,7981,936273799727 名９月台風２１号

9,7453,5921,2474,4952441671678 名１０月台風２２号

73,90240,38121,78310,63691019248691 名１０月台風２３号

254,084115,06754,34067,0367,8997422,500227 名合　　計

注）消防庁調べで、非住家被害は除いている。
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